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ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
、
見
附
台
周

辺
整
備
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
問
う

選
ば
れ
る
ま
ち
住
み
続
け
る
ま
ち

主
要
課
題
の
取
り
組
み
を
問
う

出
村 

光 

議
員

山
原 

栄
一 

議
員

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
営
化
は
「
市

民
が
主
体
の
ま
ち
」
と
は
乖か

い

離り

松
本 

敏
子 

議
員

問
　
連
節
バ
ス
の
運
行
時
期
は

い
つ
か
。

交
通
政
策
担
当
部
長
　
明
確
に

は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
企
業
の

操
業
開
始
を
見
据
え
て
考
え
て

い
き
た
い
。

問
　
相
模
小
学
校
の
移
転
に
つ

い
て
、
進
捗
状
況
と
開
校
時
期

を
伺
う
。

市
長
　
本
年
３
月
に
学
校
用
地

の
取
得
が
完
了
し
た
。
工
事
の

着
手
は
令
和
２
年
１
、
２
月
頃

を
見
込
ん
で
お
り
、
完
了
ま
で

約
２
年
を
要
す
る
た
め
、
４
年

４
月
の
開
校
を
目
指
し
て
進
め

て
い
る
。

問
　
現
在
の
相
模
小
学
校
の
跡

地
利
用
の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
学
校
用
地
を
取
得
し
た

費
用
を
補
填
す
る
た
め
、
更
地

に
し
た
上
で
売
却
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

見
附
台
周
辺
地
区
整
備 

市
民
へ
も
っ
と
情
報
を

問
　
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
や
見
附

台
公
園
の
整
備
な
ど
に
１
３
２

億
５
千
万
円
の
債
務
負
担
行
為

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
市
民
へ
の
定

期
的
な
情
報
提
供
が
大
切
と
思

う
が
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
事
業
の
概
要
や
進
捗
な

ど
の
情
報
を
発
信
す
る
「
見
附

台
周
辺
地
区
整
備
だ
よ
り
」
を

発
行
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
公
民
館
、

図
書
館
な
ど
で
の
配
布
や
近
隣

自
治
会
へ
の
回
覧
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
周
辺
住
民
を
対
象

に
説
明
会
も
開
催
し
て
い
る
。

問
　
供
用
開
始
に
向
け
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

都
市
整
備
部
長
　
設
計
内
容
が

確
定
す
る
時
期
に
は
広
報
ひ
ら

つ
か
に
掲
載
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の 

見

通

し

は

問
　
待
機
児
童
が
ゼ
ロ
に
な
る

見
通
し
と
今
後
の
施
策
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長
　
施
設
整
備
を
着
実
に
進

め
、
２
０
２
０
年
４
月
時
点
で

の
待
機
児
童
解
消
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
本
市
独
自

の
取
り
組
み
で
あ
る
保
育
士
就

職
支
援
貸
付
金
や
、
今
年
度
開

始
し
た
保
育
士
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
実
施
支
援
事
業
補
助
金

に
よ
る
就
労
継
続
支
援
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
更
な
る
施
策
展
開
を
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
新
園
整

備
や
既
設
園
の
増
築
な
ど
に
よ

り
、
１
５
５
人
ほ
ど
の
定
員
増

加
を
予
定
し
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
中
学
校

給
食
実
施
に
向
け
た
進
捗
（
公

会
計
化
な
ど
）　

小
中
学
校
ト

イ
レ
洋
式
化

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
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企
画
政
策
部
長
　
現
時
点
で
の

見
直
し
は
し
な
い
。
次
の
使
用

許
可
の
募
集
に
向
け
て
、
利
用

実
態
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

問
　
９
月
に
市
民
課
と
保
険
年

金
課
の
窓
口
業
務
の
一
部
が
委

託
と
な
り
、
多
く
の
市
民
が
長

時
間
待
た
さ
れ
た
上
に
駐
車
料

金
を
取
ら
れ
、
市
民
か
ら
苦
情

が
殺
到
し
た
。
市
の
都
合
で
待

た
せ
た
と
き
、
生
活
相
談
や
議

会
の
傍
聴
を
し
た
と
き
は
市
が

し
っ
か
り
と
補
償
す
る
、
こ
れ

が
市
の
役
割
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
駐
車
場
利
用

の
公
平
性
か
ら
要
領
に
基
づ
き

減
免
し
て
お
り
、
市
民
課
に
お

い
て
は
一
部
減
免
が
あ
る
。

問
　
本
市
が
進
め
る
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
は
、
選
定
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
も
会
議
録
も
一

切
闇
の
中
、
全
体
計
画
が
決

ま
っ
て
か
ら
初
め
て
市
民
に
公

表
さ
れ
る
。
自
治
基
本
条
例
に

規
定
し
て
い
る
市
民
と
議
会
、

市
の
執
行
機
関
が
対
等
な
立
場

で
連
携
す
る
こ
と
も
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
も
な
い
。
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
取
り
入
れ
る
際

に
、
自
治
基
本
条
例
と
の
整
合

性
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
自
治
基
本
条

例
を
意
識
し
な
が
ら
、
実
行
し

て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

問
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法

に
よ
り
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
事
業

と
な
り
、
事
業
費
が
削
減
さ
れ

る
か
、
全
国
で
も
検
証
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
の
手
法
が
自
治
基

本
条
例
に
抵
触
し
な
い
と
い
う

根
拠
を
市
民
に
明
ら
か
に
し
、

全
国
の
実
態
を
検
証
し
て
か
ら

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
市
民
に
対
し

て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

部
分
は
全
て
や
っ
た
上
で
事
業

者
の
募
集
に
踏
み
切
っ
た
。
自

治
基
本
条
例
と
の
整
合
性
を

と
っ
た
形
で
進
め
て
い
る
。

問
　
勤
労
会
館
と
青
少
年
会
館

を
教
育
会
館
に
統
合
す
る
計
画

が
進
ん
で
い
る
。
３
館
の
利
用

者
が
こ
れ
ま
で
ど
お
り
使
え
る

部
屋
数
を
確
保
で
き
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
調
査
結
果
か

ら
、
各
館
の
設
置
目
的
に
沿
っ

た
会
議
室
の
利
用
は
、
ピ
ー
ク

時
で
も
お
お
む
ね
対
応
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

問
　
大
会
議
室
や
集
会
室
の
利

用
者
は
多
い
。
ま
た
、
青
少
年

会
館
で
は
音
楽
室
や
柔
道
場
、

美
術
室
、
陶
芸
作
業
場
な
ど
が

あ
り
、
こ
れ
ら
が
全
て
教
育
会

館
で
対
応
で
き
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
会
議
室
の
共

有
化
や
予
約
時
間
を
細
か
く
区

分
す
る
な
ど
、
予
約
方
法
を
見

直
し
、
施
設
の
目
的
に
応
じ
た

利
用
を
誘
導
す
る
。
ま
た
、
文

化
芸
術
ホ
ー
ル
の
整
備
や
中
央

公
民
館
の
改
修
も
予
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
会
議
室
は
賄
え

る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

学
童
保
育
の
保
育
料

問
　
多
く
の
自
治
体
で
は
、
生

活
保
護
世
帯
や
非
課
税
世
帯
、

ひ
と
り
親
世
帯
の
学
童
保
育
の

保
育
料
を
免
除
し
て
い
る
。
ま

た
、
２
人
目
以
降
は
２
分
の
１

の
減
免
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
３
月
議
会
で
も
指

摘
し
た
が
、
本
市
は
い
ま
だ
に

実
施
し
て
い
な
い
。
一
刻
で
も

問
　
ラ
ス
カ
西
側
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
、
３
階
の
市
民
窓
口
セ

ン
タ
ー
ま
で
行
く
。
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
を
超
え
て
改
札
ま
で

の
経
路
が
確
保
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
市
民
窓
口
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
た
こ
と
で
、

ラ
ス
カ
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
で
き

た
。
好
材
料
が
あ
る
の
で
、
協

議
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

早
く
改
善
が
で
き
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
減
免
業

務
を
含
め
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
業
務
委
託
を
し
て
お
り
、
年

度
途
中
か
ら
の
実
施
は
難
し

い
。
今
後
、
生
活
保
護
世
帯
と

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て

の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

ラスカ西側エレベーター
の様子

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
推 

進
事
業
・
相
模
小
は

問
　
土
地
区
画
整
理
事
業
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

市
長
　
建
物
の
移
転
補
償
や
造

成
工
事
、
道
路
、
公
園
、
雨
水

調
整
池
な
ど
の
整
備
が
進
み
、

今
年
度
末
に
総
事
業
費
の
約
８

割
を
執
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
は
環
境
共
生
モ
デ
ル
都
市

の
具
現
化
を
進
め
て
い
く
。

問
　
２
０
２
０
年
の
ま
ち
び
ら

き
の
イ
メ
ー
ジ
を
伺
う
。

市
長
　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
線

な
ど
の
幹
線
道
路
が
お
お
む
ね

完
成
し
、
一
部
の
立
地
企
業
が

操
業
開
始
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。

問
　
立
地
企
業
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

市
長
　
商
業
施
設
１
社
、
物
流

施
設
４
社
の
進
出
が
決
定
し
、

そ
の
う
ち
１
社
が
本
年
10
月
に

完
成
予
定
で
あ
る
。
残
り
の
企

業
も
順
次
建
築
工
事
に
着
手

し
、
１
、
２
年
の
建
築
期
間
を

経
て
操
業
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
南
北
都
市
軸
へ
の
公
共
交

通
導
入
に
向
け
た
現
在
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

市
長
　
定
時
性
や
速
達
性
に
優

れ
る
連
節
バ
ス
な
ど
の
導
入
に

向
け
て
関
係
機
関
と
協
議
や
調

整
を
進
め
て
い
る
。

「
官
か
ら
民
へ
」
に 

市
民
の
不
満
続
出

問
　
民
間
活
力
の
導
入
に
対
す

る
市
民
の
不
満
の
最
た
る
も
の

は
駐
車
場
有
料
化
で
あ
る
。
市

役
所
の
駐
車
場
は
、
中
央
公
民

館
や
勤
労
会
館
、
八
幡
山
公
園

の
利
用
者
に
は
最
初
の
１
時
間

か
ら
有
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
施

設
の
利
用
者
は
、
こ
れ
ま
で
続

け
て
き
た
生
涯
学
習
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
健
康
づ
く
り
な

ど
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
て
い

る
。
駐
車
場
の
必
要
性
を
十
分

認
識
し
て
い
な
が
ら
、
目
を
そ

ら
し
て
い
る
行
政
に
対
し
、
市

民
は
強
い
不
満
を
持
っ
て
い

る
。
早
急
に
対
象
施
設
を
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

大
雨
で
も
浸
水
し
な
い 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

問
　
総
合
浸
水
対
策
第
2
次
実

施
計
画
に
お
け
る
更
な
る
取
り

組
み
を
伺
う
。

副
市
長
　
各
地
区
の
特
性
に
あ

わ
せ
た
整
備
な
ど
を
進
め
、
自

助
に
対
す
る
支
援
も
行
う
。
ま

た
、
既
往
最
大
降
雨
1
時
間
当

た
り
70
・
５
ミ
リ
に
対
す
る
浸

水
対
策
の
検
討
を
行
う
。

問
　
本
市
と
秦
野
市
、
伊
勢
原

市
の
遊
水
機
能
の
あ
る
水
田
は

30
年
間
で
６
０
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
市

の
水
田
面
積
6
２
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
で
あ
る
。

こ
れ
以
上
遊
水
機
能
の
あ
る
土

地
を
減
ら
さ
な
い
た
め
、
総
合

浸
水
対
策
の
重
点
地
区
で
遊
水

機
能
を
有
す
る
土
地
所
有
者
に

土
地
の
保
全
補
助
制
度
を
ス

タ
ー
ト
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
市
長
　
重
点
対
策
地
区
で
水

田
が
隣
接
す
る
の
は
、
真
土
、

岡
崎
、
豊
田
打
間
木
・
東
豊
田

地
区
が
該
当
す
る
。
水
田
の
範

囲
や
高
さ
、
用
排
水
路
の
経
路

な
ど
を
調
査
し
、
雨
水
の
流
出

抑
制
効
果
を
検
証
し
て
い
く
。

人
に
優

し
い 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

問
　
平
塚
駅
北
口
か
ら
Ｊ
Ｒ
改

札
階
ま
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
、
本
市
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

一
丁
目
一
番
地
で
あ
る
。
市
の

方
針
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
に
お
い
て
「
駅

前
広
場
と
改
札
階
と
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
経
路
の
確
保
を
検
討
す

る
」
と
し
て
い
る
。


